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令和６年度習志野市公営企業運営協議会第２回会議 会議録 

 

１ 開催日時 令和６年８月２６日（月曜日）午後３時００分～午後４時３０分 

 

２ 開催場所 習志野市企業局 本館３階ＡＢ会議室 

 

３ 出席者 

   【議長】 右島 信幸 

   【委員】 及川 記美代、久保木 たかね、佐藤 龍也、鈴木 淳一、 

伊達 佳子、森 英樹、山谷 敏信 

   【職員】 企業管理者 市川 隆幸、 

        業務部長 渡辺 裕之、工務部長 御山 俊行、 

        業務部参事 真田 知幸、工務部次長 盛 康二、 

        工務部副技監 山﨑 昇、企業総務課長 柴野 文明、 

        公営企画課長 米山 悟史、経理課長 藤倉 雅樹、 

営業料金課長 吉川 充定、工務管理課長 安孫子 司、 

ガス水道建設課長 安井 直人、ガス水道供給課長 矢島 淳一、 

        ガス水道保安課長 松丸 守、下水道課長 古市 久、 

        津田沼浄化センター所長 山口 直久、業務部主幹 望月 伸高 

 

４ 議題  （１）令和５年度習志野市公営企業会計決算概要（案）について 

（２）令和５年度経営戦略進捗状況評価 

（３）水道料金改定について 

 

５ 会議資料 

   ・会議次第 

   ・令和５年度習志野市公営企業決算概要 

   ・習志野市経営戦略（第１次）進捗管理（令和５年度分） 

・ガス事業経営戦略 進捗状況評価表（令和５年４月～令和６年３月） 

・ガス事業経営戦略 個別評価表（令和５年４月～令和６年３月） 

・水道事業経営戦略 進捗状況評価表（令和５年４月～令和６年３月） 

・水道事業経営戦略 個別評価表（令和５年４月～令和６年３月） 

・下水道事業経営戦略 進捗状況評価表（令和５年４月～令和６年３月） 

   ・下水道事業経営戦略 個別評価表（令和５年４月～令和６年３月） 

   ・水道料金の改定に伴う習志野市給水条例の改正について 
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６ 議事内容 

【右島議長】これより、令和６年度習志野市公営企業運営協議会第２回会議を開会いた

します。本日の会議は、「習志野市審議会等の設置及び運営等に関する指針」により、

原則公開となっております。ただし、内容により、公開・非公開の判断が必要となった

際は、その都度お諮りしますがよろしいでしょうか。 

 

 異議なし 

 

【右島議長】日程第１、会議録の作成についてです。会議録については、要点筆記とし、

会議名、開催日時、開催場所、出席者氏名、審議事項、会議内容、発言委員の名前及び

所管課名を記載した上で、市ホームページ及び市役所グラウンドフロアの情報公開コー

ナーにおいて公開したいと考えますが、御異議ありませんか。 

 

異議なし 

 

【右島議長】日程第２、会議録署名委員の指名についてです。会議録の作成にあたり、

正確性、公正性を期すため、名簿順で久保木 たかね委員を指名させていただきたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

 

 異議なし 

 

【右島議長】久保木 たかね委員を指名させていただきます。 

 

【右島議長】日程第３、議題に移ります。議題１「令和５年度習志野市公営企業会計決

算概要（案）について」事務局より説明をお願いします。 

 

【経理課長 藤倉】 

＜「令和５年度習志野市公営企業会計決算概要（案）について」を説明＞ 

令和５年度習志野市公営企業決算概要につきまして、ガス事業、水道事業、下水道事

業会計の順に御説明いたします。 

１ページを御覧ください。ガス事業会計の事業の概要であります。１の令和５年度末

メーター取付件数は、集合住宅の設置などにより、対前年度比０．４％ 、２８９件増

の８万２千１０５件となりました。２のガス販売量は、家庭用１件当たりの販売量が減

少したことにより家庭用需要が減少したものの、工業用需要が増加したことにより、対

前年度比０．２％増の５千６８３万９千立方メートルとなりました。３の令和５年度末

ガス本支管総延長数は、４４万９千９２０メートル、その内令和５年度の本支管布設延
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長数は、新設・入替等を３千４６９メートル布設いたしました。 

２ページを御覧ください。販売量及びガス売上の推移であります。５年間の推移を表

したものであります。初めに赤い折れ線グラフの販売量でありますが、令和５年度は家

庭用１件当たりの販売量が減少したことにより家庭用需要が減少したものの、工業用需

要が増加したことにより、前年度に比べ１１万３千立方メートル増の５千６８３万９千

立方メートルとなりました。次に、青い棒グラフのガス売上でありますが、令和５年度

の販売量は増加したものの、原料である外国産天然ガスの価格が前年度に比べ大きく下

降したため、原料費調整制度によりガス料金が低く推移し、ガス売上は前年度に比べて

６億７千３７７万６千円減の６７億４千２７２万２千円となりました。なお、本市のガ

スの原料は県内産の天然ガスと外国産の天然ガスから購入しており、そのうち外国産天

然ガスの価格は、毎月変動しております。この価格変動に対応し、ガス料金を調整する

仕組みが原料費調整制度となります。 

３ページを御覧ください。参考といたしまして、令和元年度から令和５年度までの平

均原料価格の推移をグラフに表しました。緑色の矢印を見ていただくと分かりますよう

に、令和５年度の平均原料価格は、４月の１２万７千３６０円から１１月には８万６千

９９０円まで下降、その後９万６千４１０円まで上昇しています。 

４ページを御覧ください。前のページの表を令和５年度分だけを抜き出し、ガス料金

の推移と比較し、グラフに表しました。上段・緑色の折れ線グラフは平均原料価格、下

段・青色の折れ線グラフは一般家庭で１か月当たりの平均使用量３０立方メートルのガ

スを使用した場合のガス料金を表しています。令和５年度の平均原料価格は、上段・緑

色の折れ線グラフのとおり４月から１１月まで下降し、１２月以降は上昇しました。本

来であれば、ガス料金は中段・オレンジ色の点線の折れ線グラフのように平均原料価格

と同様の動きをするところですが、令和５年２月料金分から開始された政府による電

気・ガス価格激変緩和対策事業補助金の影響により、実際のガス料金は下段・青色の折

れ線グラフのとおり、９月までは平均原料価格と同様に値下がりをしましたが、１０月

に国の補助金による値引き額が減額となったことから、一時的に上昇、１１月以降は平

均原料価格と同じ動きとなります。金額につきましては、令和５年４月分、１か月当た

り４千３００円に対し、令和６年３月分は、１か月当たり４千２１９円となり、１．９

パーセント下落しています。 

５ページを御覧ください。令和５年度ガス事業の収益的収支の科目別構成比でありま

す。表記については、百万円単位で表しております。収益的収支とは１年間の経営活動

に伴って発生する全ての収益と費用であります。円グラフ左側の事業収益は収入を、右

側の事業費用は支出を表しております。円グラフ左側の事業収益はガス売上や受注工事

収益などの営業雑収益などとなっており、令和５年度の事業収益は対前年度比９．４％

減の７３億９千７００万円となりました。対します、円グラフ右側の事業費用は購入ガ

ス費や減価償却費などとなっており、令和５年度の事業費用は、対前年度比８．９％減
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の７１億９千６００万円となりました。その結果、事業収益から事業費用を差し引いた、

ピンク色の枠で囲った当年度純利益は、対前年度比２３．０％減の２億１００万円とな

ります。この当年度純利益の減少は、主に検定満期を迎え、購入するガスメーター数の

増加に伴い備消耗品費が増加したことなどによるものです。 

６ページを御覧ください。令和５年度ガス事業の資本的収支の科目別構成比でありま

す。資本的収支とは、設備投資や企業債の元金償還などの費用と、その財源となる収入

であります。円グラフの左側は資本的収入、右側は資本的支出を表しております。円グ

ラフ左側の資本的収入は、お客様からのガス工事の申し込みに伴う工事負担金となって

おり、令和５年度の資本的収入は対前年度比８７．３％減の４千２００万円となりまし

た。対します、円グラフ右側の資本的支出は建設改良費や長期貸付に伴う投資その他の

資産などとなっており、令和５年度の資本的支出は、対前年度比３３．６％増の１７億

９００万円となりました。その結果、資本的収入が資本的支出に不足する資本的収支不

足額は、赤い点線のとおり１６億６千７００万円となり、収入が支出に対して９７．５％

不足しております。 

７ページを御覧ください。ガス事業の資本的収支不足額であります。赤い点線の資本

的収支不足額１６億６千７００万円については、現金支出の伴わない減価償却費など、

内部に留保した過年度分損益勘定留保資金を１２億７千７００万円、過去の純利益を剰

余金の処分により積み立てた減債積立金を１千６００万円、建設改良積立金を２億８千

７００万円を取り崩すなどで補てんしております。 

８ページを御覧ください。剰余金の処分案であります。当年度純利益２億１００万円

に令和５年度における積立金の取崩し額である、利益剰余金変動額３億３００万円を加

えた当年度未処分利益剰余金５億４００万円につきましては、ガス本支管等の設備投資

積立金の建設改良積立金に２億１００万円を積み立て、資本金に３億３００万円を組入

れしようとするものであります。 

９ページを御覧ください。一般家庭で使用するガス料金の近隣事業者との比較表であ

ります。消費税等を含んだ金額で記載しております。内容につきましては、記載のとお

りであります。以上がガス事業会計の概要です。 

１０ページを御覧ください。水道事業会計の事業の概要であります。１の令和５年度

末メーター取付件数は、集合住宅の設置などにより、対前年度比０．６％、３３０件増

の５万９千７８７件となりました。２の年間有収水量は、水道水の販売量のことですが、

家庭用１件当たりの使用量が減少したことにより一般家庭などの需要が減少し、対前年

度比１．４％減の１千１０７万４千立方メートルとなりました。３の令和５年度末水道

本支管総延長数は、３１万９千４０２メートル、その内令和５年度の本支管布設延長数

は、新設・入替等を２千４５３メートル布設いたしました。 

１１ページを御覧ください。地下水量と受水量の推移であります。５年間の推移を表

したものであります。本市の水道水の水源は、本市保有の自家井戸から汲み上げた地下
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水と、利根川水系の江戸川から取水した北千葉広域水道企業団からの受水により構成さ

れております。水色は、自家井戸の地下水量、青色は、利根川水系の江戸川から取水し

た北千葉広域水道企業団からの受水量であります。水源につきましては、安定的な水源

確保と経営視点から、北千葉広域水道企業団からの受水量を増やし、井戸にかかる負担

を軽減し、延命化を図っております。令和５年度につきましても、井戸の経年化が進む

中で、地下水量４４．５パーセント、受水量５５．５パーセントと令和４年度と比較し、

北千葉広域水道企業団からの受水量は増量しています。 

１２ページを御覧ください。有収水量及び給水収益の推移であります。５年間の推移

を表したものであります。初めに、赤い折れ線グラフの有収水量でありますが、令和５

年度は、家庭用１件当たりの使用量が減少したことにより、一般家庭などの需要が減少

し、前年度に比べ１５万８千立方メートル減の１千１０７万４千立方メートルとなりま

した。次に、青い棒グラフの給水収益でありますが、令和５年度は主に一般家庭の需要

が減少した影響により、前年度に比べ１千３３１万２千円減の１６億２千４１１万１千

円となりました。 

１３ページを御覧ください。設備投資の推移であります。５年間の推移を消費税込み

の金額で表しております。青色の令和５年度建設改良費全体としては前年度に比べ１億

８千３００万円増の１０億１千６００万円となっており、継続的な管の耐震化などを実

施する必要があることから、令和５年度も企業債を５千９００万円借り入れ、整備を行

っているところであります。 

１４ページを御覧ください。令和５年度水道事業の収益的収支の科目別構成比であり

ます。円グラフ左側の事業収益は収入を、右側の事業費用は支出を表しております。円

グラフ、左側の事業収益は、給水収益や長期前受金戻入などの営業外収益などとなって

おり、令和５年度の事業収益は、対前年度比４．７％増の２１億８千７００万円となり

ました。対します、円グラフ右側の事業費用は、減価償却費や北千葉広域水道企業団か

らの受水費などとなっており、令和５年度の事業費用は対前年度比３．６％増の２０億

９千２００万円となりました。その結果、事業収益から事業費用を差し引いたピンク色

の枠で囲った当年度純利益は、対前年度比３７．３％増の９千５００万円となります。

なお、当年度純利益の増加は、主に電気料金が値下がりしたことに伴う、動力費の減少

などによるものであります。 

１５ページを御覧ください。令和５年度水道事業の資本的収支の科目別構成比であり

ます。円グラフ、左側の資本的収入は、給水装置を新設又は改造する場合に発生する納

付金や工事負担金、設備投資に伴う企業債の借入れなどとなっており、令和５年度の資

本的収入は、対前年度比４５．０％減の２億９千万円となりました。対します、円グラ

フ右側の資本的支出は建設改良費や企業債償還金となっており、令和５年度の資本的支

出は対前年度比１５．９％増の１２億１千８００万円となりました。その結果、資本的

収入が資本的支出に不足する資本的収支不足額は、赤い点線のとおり９億２千８００万
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円となり、収入が支出に対して７６．２％不足しております。 

１６ページを御覧ください。水道事業の資本的収支不足額であります。前のページで

お示ししましたが、赤い点線の令和５年度決算で、資本的収入が資本的支出に不足する

資本的収支不足額は９億２千８００万円となっております。ただし、資本的収入の内、

前年度帰属分企業債３千６００万円を除いた実質的資本的収入は２億５千４００万円

となり、令和５年度の実質的資本的収支不足額は９億６千４００万円となります。この

実質的資本的収支不足額については、現金支出の伴わない減価償却費など、内部に留保

した過年度分損益勘定留保資金を４億８千９００万円、過去の純利益を剰余金の処分に

より積み立てた減債積立金２億２００万円を取り崩すなどで補てんしております。 

１７ページを御覧ください。剰余金の処分案であります。当年度純利益９千５００万

円に、令和５年度における積立金の取り崩し額である利益剰余金変動額２億２００万円

を加えた当年度未処分利益剰余金２億９千７００万円につきましては、借入企業債の償

還のための減債積立金に９千５００万円を積み立て、資本金に２億２００万円を組み入

れしようとするものであります。 

１８ページを御覧ください。一般家庭で使用する水道料金の北千葉広域水道企業団構

成団体との比較表であります。消費税等を含んだ金額で表しております。内容につきま

しては、記載のとおりであります。以上が水道事業会計の概要です。 

１９ページを御覧ください。下水道事業会計の事業の概要であります。１の年間総処

理水量は、対前年度比２．３％減の２千５５３万６千立方メートルとなりました。２の

年間有収水量は下水道の使用量のことですが、水道事業の需給状況を鑑み、一般家庭等

の需要が減少したことにより、対前年度比１．１％減の１千７５７万７千立方メートル

となりました。３の令和５年度末下水道管総延長数は５２万４千３６１メートル、その

内、令和５年度の下水道管整備延長数は４４５メートルであります。なお、令和５年度

末下水道普及率は、前年度と同率の９５．６％となっております。 

２０ページを御覧ください。有収水量及び下水道使用料の推移であります。５年間の

推移を表したものであります。初めに赤い折れ線グラフの有収水量でありますが、令和

５年度は水道事業の需給状況を鑑み、一般家庭等の需要が減少したことにより、前年度

に比べ２０万３千立方メートル減の１千７５７万７千立方メートルとなりました。次に

青い棒グラフの下水道使用料でありますが、令和５年度は有収水量の減少より、前年度

に比べ２千６７６万円減の２７億４千７３９万７千円となりました。 

２１ページを御覧ください。設備投資の推移であります。５年間の推移を消費税込み

の金額で表しております。令和５年度は、前年度に比べ１２億６千万円減の２４億２千

７００万円となっております。設備投資の減少は、主に鷺沼放流幹線下水道建設工事の

工事費などによるものであります。 

２２ページを御覧ください。令和５年度下水道事業の収益的収支の科目別構成比であ

ります。円グラフ左側の事業収益は収入を、右側の事業費用は支出を表しております。
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円グラフ左側の事業収益は下水道使用料や長期前受金戻入などの営業外収益などとな

っており、令和５年度の事業収益は、対前年度比０．５％減の６１億８千１００万円と

なりました。対します、円グラフ右側の事業費用は、減価償却費や委託料などとなって

おり、令和５年度の事業費用は、対前年度比２．８％増の５７億３千２００万円となり

ました。その結果、事業収益から事業費用を差し引いた、ピンク色の枠で囲った当年度

純利益は、対前年度比２９．２％減の４億４千９００万円となります。なお、当年度純

利益の減少は、主に有収水量の減少に伴う、下水道使用料の減や委託料などの費用の増

加によるものであります。 

２３ページを御覧ください。令和５年度下水道事業の資本的収支の科目別構成比であ

ります。円グラフ左側の資本的収入は企業債や国県補助金などとなっており、令和５年

度の資本的収入は、対前年度比５５．０％減の２２億１千７００万円となりました。対

します、円グラフ右側の資本的支出は、建設改良費や企業債償還金となっており、令和

５年度の資本的支出は、対前年度比２１．２％減の４５億３千７００万円となりました。

その結果、資本的収入が資本的支出に不足する資本的収支不足額は、赤い点線のとおり

２３億２千万円となり、収入が支出に対し５１．１％不足しております。 

２４ページを御覧ください。下水道事業の資本的収支不足額であります。赤い点線の

資本的収支不足額２３億２千万円については、現金支出の伴わない減価償却費など、内

部に留保した過年度分損益勘定留保資金を１０億３千３００万円、過去の純利益を剰余

金の処分により積み立てた減債積立金５億５千９００万円を取り崩すなどで補てんし

ております。 

２５ページを御覧ください。一般会計繰入金の内訳であります。総額１１億８千６０

０万円を一般会計繰入金として市から繰り入れしております。その内訳につきましては、

赤枠でお示ししておりますとおり、国の繰出基準に基づく繰入金として青色の雨水処理

負担金、赤色の他会計負担金、灰色の他会計出資金までの総額、１１億７千３００万円、

基準外の繰入金といたしまして、紫色の他会計負担金、内容といたしましては、市長部

局との人事交流に伴う、退職給付金相当額の清算による収入などで、１千３００万円を

市から繰り入れしております。 

２６ページを御覧ください。剰余金の処分案であります。当年度純利益４億４千９０

０万円に、令和５年度における積立金の取り崩し額である利益剰余金変動額５億５千８

００万円を加えた当年度未処分利益剰余金１０億７００万円につきましては、借入企業

債の償還のための減債積立金に４億４千９００万円を積み立て、資本金に５億５千８０

０万円を組み入れしようとするものであります。 

２７ページを御覧ください。一般家庭で使用する下水道使用料の近隣市との比較表で

あります。消費税等を含んだ金額で表しております。内容につきましては、記載のとお

りであります。以上が下水道事業会計の概要です。 

２８ページを御覧ください。習志野市企業局では、ガス、水道、下水道を通じて、こ
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のまちのくらしを支え未来へつなげるため、これからも、持続可能な健全経営と災害に

強い事業に努め信頼される企業局を目指してまいります。 

以上で、令和５年度ガス、水道、下水道事業会計の決算概要の説明を終わりにさせて

いただきます。 

 

【右島議長】事務局から説明がありましたが、御意見、御質問がございましたら、挙手

をもってお願いします。 

 

【森委員】ガス事業について、工業用が増えているから販売量が増えているという話が

ありましたが、それに対してガス売上額は６億７，３７７万６千円減っていて、その理

由はガス料金の推移というお話しでした。激変緩和対策事業による値引きというところ

で、その差額は売上高に入っているのでしょうか。 

 

【経理課長 藤倉】補助金はガス売上に入っております。 

 

【森委員】そうすると、この４ページの折れ線グラフの赤い点線のところで、売り上げ

は計上されているというような形ですか。 

 

【経理課長 藤倉】はい。ガス売上としては、赤い折れ線グラフのとおりで、お客様か

らガス料金としていただいているものと、国から補助金が出ていますので、そちらを収

入としております。 

 

【森委員】営業上の収入として計上されているということですね。ありがとうございま

す。３ページの折れ線グラフを見ると、確かに急激に下降しているんですけれども、売

り上げにガス料金が反映されるのって３ヶ月後だったりするんですよね。そうするとピ

ークを迎えているところがちょうど期首ぐらいなのかなというイメージがあるんです

けれども。令和４年度は上がっていって増えているのかなっていうイメージは確かにあ

るんですけど、令和５年度は下がっていて、結果同じような山に見えるんですけども、

ガス料金が値下げになっているから、売り上げが６億７，３００万の減と、こんなに変

わってくるものなのでしょうか。 

 

【業務部主幹 望月】スライド３枚目の平均原料価格の推移をみていただくと、令和４

年度と令和５年度を比較したときに、令和４年度のほうが高く推移していたということ

で、ガス売上もそれに伴って少なくなったという結果でございます。 
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【森委員】それだけの差があったということですね。令和４年度は最初安く、最後が高

いんですけども、令和５年度は最初高くて、後の方が安いっていうような感じなので、

結構同じように見えるんですけども、その差額ということですね。いずれにしても、こ

の事業収益と事業費用を見て、ガス・水道・下水道いずれもプラスでは終わってはいま

すけれども、昨今の人件費の高騰だったり、材料・原材料の高騰だったり、物価上昇等

を考えていくと、この先ガス売上等が増えたとしても、なかなかそれに見合った利益が

確保していけるのかなっていうところと、あとどの事業も資本的支出はマイナスを抱え

てらっしゃるので、今後資本的支出、収益の確保、収入の確保っていうところで、何か

提案していく必要があるのかなと思いますがいかがでしょうか。 

 

【業務部主幹 望月】昨年度に、第２次となる経営戦略を策定させていただきました。

その中で、現行料金の妥当性についても示してございます。ガス事業と下水道事業にお

きましては、第２次経営戦略の計画期間である令和６年度から令和１５年度までの１０

年間、この中で現行料金を維持できるであろうという試算となってございます。一方、

水道料金につきましては、この後説明させていただきますけども、やはりおっしゃられ

るように建設改良費、耐震化にかかる費用が必要になりますので、今後値上げをお願い

していきたいというふうに考えてございます。 

 

【森委員】織り込み済みということですね。ありがとうございます。 

 

【伊達委員】習志野市のお水は地下水が含まれているからおいしいって昔から聞いてい

たんですけど、この資料を見ると、５０％以上地下水が入っていない状態ですよね。モ

ンドセレクション金賞を取ったときのお水の味と今の水の味は違うのでしょうか。今こ

の水を賞にかけるとしたら、金賞は取れないのでしょうか。 

 

【業務部主幹 望月】モンドセレクションにつきましては、平成２８年に金賞を受賞し

ております。モンドセレクションというのは、表示されている品質に対して、表示どお

りの品質だということで評価されるものです。現在ナラシドウォーターは、第４給水場

で取水しています。当時は、第２給水場で取水しており、給水場ごとに北千葉広域水道

企業団と地下水の割合が異なっており、当時は地下水の割合が少し高かったです。いず

れにしても、表示どおりの品質に対する評価ですので、今申請をしても、金賞は取れな

いことはないと考えます。 

 

【伊達委員】味は微妙に違うのでしょうか。 

 

【業務部主幹 望月】ほぼわからないと思います。 
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【伊達委員】これから先も、地下水を枯らせないために地下水を減らしていく方向でし

ょうか。 

 

【業務部主幹 望月】まず井戸に関しては、井戸の掘削であったり、井戸からくみ上げ

る作業というのは、千葉県の許可を得て行っております。許可にあたっては、井戸に代

わる代替の水源が確保できたら、井戸を減らしていくことという条件を付されています。

現在、江戸川の上流でダム開発が進められておりまして、それが完成し、供用開始され、

使えるようになるのが令和９年度です。そうすると我々が北千葉広域水道企業団から受

水できる量というのが令和９年度に増えます。それによって井戸を減らすという形にな

るので、その量にもよりますけど、将来的には北千葉広域水道企業団の割合が５５％か

ら６０％程度、一方で井戸が４０％程度になるのではないかと見込んでございます。 

 

【伊達委員】習志野市は地下水だからおいしいんだよって昔から聞いていて、子供たち

にも伝えていたんですけど、それは微妙に変わってくるっていうことですね。 

 

【公営企画課長 米山】北千葉広域水道企業団の水量が増えている中で、まちづくり会

議の中でも、市民の方からそういった声を聞くことがございます。地下水がおいしいと

いうことですが、地下水は年間を通して水温が一定でございまして、夏冷たくて冬は温

かい特徴があります。そして北千葉広域水道企業団から買っている水というのは表流水、

川の水になるんですけれども、逆に夏は温かく冬はとても冷たいです。割合によって水

温は異なりますが、我々は安全を第一に、安心して飲める水を皆さんに、ということで

水を届けてございます。水を美味しく飲むには、冷やして飲むなどの工夫もございます。

後程ご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

【及川委員】家庭用の水道の収入が減っているというところですけれども、今、水を買

う人がたくさんいると思います。やっぱりお客様を増やさなくちゃいけないっていうと

ころでは、習志野市のお水はおいしいということをもっとＰＲしていく必要があると思

うんですね。広報あじさいには、お水がおいしいということが載っていると思うんです

けど、今マスコミ等では、お水が安心・安全ですよ、おいしいですよっていうところを

謳っているところもありますし、浄水器で貯めておいた水は菌が発生しやすいので危険

なところもありますよっていうところもありますし、やはりＰＲをしていく必要ってい

うのがすごくあると思います。だから、広報あじさいでは、いかに市の水が安全でおい

しいかっていうところをＰＲしてもらいたいなって思います。あと、本当に基本的なこ

とですが、総武線以南は県営水道というところで、そこを市の水道に入っていくってこ

とは考えられないことなのでしょうか。そうすると、南の方でも市のお水を美味しく飲

めるんじゃないかなっていうところで、その辺ちょっとお聞きしたいなと思います。 
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【公営企画課長 米山】まずＪＲ総武線以南に市営水道を送れるかというお話ですけど

も、水道の成り立ちが、この総武線以南と以北で異なります。南側は埋め立てを中心に

町が栄えてきてライフラインが整備されていきました。一方で北側は、泉町にある第１

給水場と呼ばれる、軍が使用していた水道施設を当時の津田沼町が譲り受けて、発展し

て参りました。水道というのは非常に難しくて、南側の給水場と北側の給水場、それぞ

れを拠点に太い幹線が形成されて、その地域が栄えていくにつれて、水道管が敷設され

てきました。その中で、南側に水を持っていくとなると、多額な費用がかかってしまう

ことから、現状では、市営水道を南側に給水するということは検討してございません。

また、県水の方も南側を通って船橋市や千葉市と繋がってございますので、そこだけ習

志野市の水道を送るということになりますと、その水道管が使えなくなり、県営水道の

水の道がなくなってしまうということからも、現状では考えていません。 

 

【及川委員】広報については、力を入れていただきたいと思います。 

 

【公営企画課長 米山】広報につきましては、この後の水道の料金改定の中でもご説明

させていただきますが、今お話しがありましたように、生活様式の変化から、水道水を

飲用として使わないという方や、シャワーだけで湯船につからない方もいらっしゃる。

これによって、有収水量が落ちているというところも１つの要因としてとらえておりま

す。このあたりについては、今後広報の方法について改めて検討させていただくととも

に、後程、委員の皆様方にも、そういったお願いをさせていただきたいと考えておりま

す。 

 

【右島議長】続きまして、議題２「令和５年度経営戦略進捗状況評価」について事務局

より説明をお願いします。 

 

【公営企画課長 米山】 

＜「令和５年度経営戦略進捗状況評価」を説明＞ 

 経営戦略の令和５年度における進捗状況について、お手元の資料に沿って御説明いた

します。 

評価方法は、資料の一番上にあります類型１、実績数値により進捗状況を評価する項

目については、達成率に応じて、達成率１００％以上をＡとするものから、達成率２４％

以下までのＥ、の５段階で評価をいたします。類型２、施策進捗状況により進捗状況を

評価する項目については、Ａの計画どおり進捗しているものから、Ｅの未着手までの５

段階で評価いたします。 

 はじめにガス事業経営戦略の進捗状況についてでございますが、取組方針は大きく４

つに分類され、①安定供給の確保、②持続可能な健全経営、③災害に強いライフライン
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の構築、④お客様サービスの向上の他、将来に向けた検討事項があり、全部で２３の評

価項目のうち、Ａ評価が１８項目で全体の７８％、Ｂ評価が５項目の２２％と、右側の

円グラフが示すとおり、すべての施策が概ね、進捗している結果となりました。 

続きまして、水道事業経営戦略の進捗状況でございます。取組方針と将来に向けた検

討事項は、ガス事業と同様４つに分類され、評価項目は全部で２５項目あり、そのうち、

Ａ評価が２３項目で全体の９２％、Ｂ評価が２項目の８％と、すべての施策が概ね、進

捗している結果となりました。 

最後に、下水道事業経営戦略の進捗状況でございます。取組方針は大きく４つに分類

され、①下水道整備の推進、②持続可能な健全経営、③下水道施設の機能維持、④お客

様サービスの向上の他、将来に向けた検討事項があり、全部で２４の評価項目のうち、

Ａ評価が１６項目で全体の６７％、Ｂ評価が６項目の２５％、Ｃ評価が１項目、Ｅ評価

が１項目でありましたが、Ａ評価とＢ評価合わせますと、２２項目、９２％の施策が概

ね進捗している結果となりました。Ｃ評価となった項目は、取組方針③下水道施設の機

能維持の中にある施設の耐震化に関する施策であります。ＳＰＲ工法と呼ばれる既設の

下水道管を使用したまま、内側に塩化ビニールを貼り付けて、隙間に裏込め材を充填す

る耐震補強工事を予定しておりましたが、直近の汚水が流れる量を確認したところ、工

事可能な流速を超えていたことから、年度内の工事施工を見送ったものであります。ま

た、Ｅ評価となった項目は、取組方針②持続可能な健全経営の中にある人材育成と技術

の継承の推進における新規採用職員等を対象とした研修に関する施策であり、令和５年

度におきましては、研修対象者がいなかったことによるものであります。 

以上が習志野市経営戦略進捗管理の概要となりますが、今後も引き続き経営戦略の推

進に努めてまいります。 

なお、評価の詳細につきましては、後ほど、ガス・水道・下水道それぞれの進捗状況

評価表を御参照いただければと思います。説明は以上でございます。 

 

【業務部長 渡辺】下水道について、Ｃ評価とＥ評価がございましたので、今後それに

ついてどのようにしていくかというのを担当から御説明させていただきます。 

 

【下水道課長 古市】今説明にありました、Ｃ評価の「下水道施設の機能維持」という

項目につきましては、今年度実施に向けたで準備を行っております。Ｅ評価の人材育成

に関する研修につきましては、昨年度対象者がおりませんでしたが、今後、対象者が発

生した時点で実施していくというように考えております。 

 

【右島議長】事務局から説明がありましたが、御意見、御質問がございましたら、挙手

をもってお願いします。 

 



13 

 

 質疑なし 

 

【右島議長】続きまして、議題３「水道料金改定について」事務局より説明をお願いし

ます。 

 

【公営企画課長 米山】 

＜「水道料金改定について」を説明＞ 

それでは、水道料金の改定に伴う習志野市給水条例の改正について、正面のスクリー

ンを御覧ください。スライド１は、これまでの料金改定の経緯についてでございます。 

水道料金は、平成１７年に平均改定率１８．９％の改定を行いました。平成３０年に

は水道法が改正され、水道料金は健全な経営を確保できるものであることとされました。

また、令和２年からの習志野市水道事業経営戦略では、水道料金の検討、施設の統廃合

の検討することといたしました。そして、令和５年からの第２次経営戦略におきまして

は、ＳＤＧｓの１７の目標のひとつである「安全な水と、トイレを世界中に」に示され

ているとおり、蛇口から出る水道水が安全で安心して飲むことができるよう施設の維持

管理や計画的な更新等を行い、継続的な安定供給ができる経営を目指していることから、

本計画に水道料金の改定を位置付けました。令和５年には、第三者委員会として習志野

市水道料金のあり方に関する懇話会を設置、周知といたしまして、令和５年５月に重要

事項説明、同年８月からまちづくり会議などでお知らせしてまいりました。 

スライド２は、これまでの経営状況でございます。水道水の販売量は、技術の進歩に

よって従来のものと比べ大幅な節水が期待できるトイレやドラム式洗濯機、食洗器、ミ

ストタイプのシャワーなど節水機器の普及、飲み水としての水道水離れや入浴はシャワ

ーのみなど、生活様式の変化などにより販売量は減少し、併せて料金収入も減少してお

ります。一方で、営業費用は施設の更新による減価償却費の増加や物価上昇などにより

増加傾向となっております。 

スライド３は、将来の経営状況でございます。今後も、これまでの経営状況と同様に

販売量は減少傾向にあると見込んでおり、加えて人口減少により、令和４５年度の販売

量と料金収入は、御覧のとおり減少する見通しです。 

スライド４は、一方で、費用は今後もこれまでと同様に労務単価や物価上昇などによ

り御覧のように増加を見込んでおります。第２次経営戦略では、施設の統廃合などによ

りコストの縮減を図りましたが、それでも健全な経営を確保することは難しいことから

料金改定が必要であると判断いたしました。 

スライド５は、水道料金の算出方法でございます。営業費用と資本費用を足したもの

が総括原価となり、これが料金収入となるように設定するものを総括原価方式といいま

す。水道料金改定業務の手引きに基づき料金を試算した結果、プラス４１．２％の改定

が必要となりました。 
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続きましてスライド６、習志野市水道料金のあり方に関する懇話会では、水道事業の

現状や収支見通し、水道料金の現状と今後について御理解いただいた上で、新しい料金

体系をお示しさせていただきました。小口需要家と大口需要家との料金負担を考慮した

上で、大口需要家が別水源への転換をしない料金体系が望ましいことや激変緩和の観点

から、２段階の改定が望ましいなどの御意見をいただきました。なお、懇話会委員は表

に記載の外部の方といたしました。 

スライド７からは、新しい水道料金についてございます。水道料金は、基本料金と従

量料金の２部制となっており、本来であれば図のとおり、総括原価を水道の使用量とは

関係なく発生する費用を、基本料金に配分、水道の使用量に伴い発生する費用を従量料

金に配分することが望ましいですが、現状は、使用量とは関係なく発生する費用も一部

従量料金に配分されています。今回の料金改定を含め、今後、料金改定を検討する際は、

この費用を基本料金側に配分してまいりたいと考えてございます。 

スライド８は、基本料金です。使用量に関係なく発生する費用を配分し、口径に応じ

て高くなるよう設定いたしました。表は右から水道メーターの口径、調定件数、改定前

と改定後の料金、改定に伴う増加額、改定率を記載しており、赤い枠で囲まれた口径２

０㎜がその隣にあります調定件数の比率６４．６８％と示すとおり最も多くなっており、

改定前の現行料金では１，１１１円が、改定後の新料金案では１，３７５円、増加額は

２６４円、改定率は２３．７６％となっております。 

スライド９は、従量料金でございます。表は右から使用量に対する区分、販売量、改

定前と改定後の単価、改定に伴う増加額、改定率を記載しており、赤い枠で囲まれた区

分で１１～３０立方メートルがその隣にあります販売量の比率５４．８％と示すとおり

最も多くなっており、改定前の現行料金では、１０７円８０銭が改定後の新料金案では

１３２円、増加額は２４円２０銭、改定率は２２．４５％となっております。なお、改

定後の単価で最高単価となる３７４円を最低単価となる５２円で割り返した逓増度を

改定前に比べて緩和しております。 

スライド１０は、主な口径別・平均使用量ごとの水道料金でございます。表は右から

口径、本市水道における平均使用水量、改定前と改定後の基本料金と従量料金を合わせ

た水道料金と増加額を記載しております。赤い枠で囲まれた口径２０㎜が、標準的な家

庭に設置されているものです。１カ月当たり平均使用水量は１９立方メートルで、改定

前の現行料金では２，５２１円が、改定後の新料金案では３，０８３円、増加額は月に

５６２円となっております。 

なお、今回の料金改定では、料金収入は約１６億円から約２０億円、平均改定率は 

２３．６８％となりました。 

スライド１１は、今後のスケジュールでございます。１１月の庁議を経て、令和６年

第４回定例会に給水条例の一部改正する条例案を提出、議案が可決されましたらホーム

ページ、チラシ配布、広報誌にて周知し、令和７年４月より新料金の適用となります。 
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なお、次回の料金改定は、令和１１年度を目途に改めて改定率についても、検討する

こととし、今後、経営戦略の見直しに合わせて４年ごとに料金水準の適正化を検討して

まいります。 

スライド１２は、お願いでございます。これから御説明させていただきます「水道水

を使うことによる３つのメリット」について、我々として、今後、様々な場面で周知し

てまいりますが、ここにいらっしゃいます委員の皆様にも市民とお話しされる機会にお

かれましては、恐縮ではございますが、是非、水道水のＰＲにご協力していただければ

と考えてございます。 

はじめに、水道水を使うことによるメリットの一つ目「健康になる」ということでは

湯ぶねに浸かることで、血行がよくなり疲労物質や老廃物の回収を促進します。朝起き

た時、夜寝る前の水分補給で、熱中症や脳梗塞、心筋梗塞などのリスクを回避、また、

冷やして飲むことでおいしく感じます。 

続きましてスライド１３、メリットの二つ目は「とにかく安い」でございます。日本

におけるミネラルウォーターの一人当たりの消費量は、２リットルのペットボトル２０

本分というデータがございます。１本当たり１００円と仮定すると年間２，０００円相

当になりますが、これが水道水にすると５円で済みます。ペットボトルの水をお使いに

なられている方は、水道水の約４００倍もの支出をしていることになります。 

続きましてスライド１４、メリットの三つ目は「衛生的」ということで、水道水に含

まれる塩素の効果によって、製氷機では水道水を利用することでカビの予防、洗濯は、

水道水を利用することで生乾き臭を予防します。 

スライド１５、最後となりますが、水道の使用量が減ることは、経営の圧迫に繋がり

長期的に見ると料金の値上げが必要となる場合もございます。企業局では、安全で安心

を第一に皆様へ水道水をお届けしていますので、安心してたくさんの水道水を使ってい

ただきたいということを機会がございましたら、委員の皆様からもＰＲしていただけれ

ば幸いでございます。以上、御清聴ありがとうございました。 

 

【業務部長 渡辺】補足させていただきますと、本日は私ども企業局の料金改定の考え

方を委員の皆様にお示しさせていただきました。先ほど説明の中のスケジュールでもご

ざいましたとおり、料金改定の案については１２月の議会において御審議をいただき、

議決を得られましたならば、最終的に決定ということになりますので、委員の皆様には

そのように御理解いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

【右島議長】事務局から説明がありましたが、御意見、御質問がございましたら、挙手

をもってお願いします。 
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【伊達委員】スライド１０の平均使用量ごとの水道料金というので、２，５２１円から

３，０８３円とありますが、使用量というのは、１ヶ月１人が使う量なのか、平均家庭

の量なのかというのをお聞きしたいです。 

 

【公営企画課長 米山】１ヶ月の平均使用水量１９立方メートルというのは、この２０

ｍｍ口径がついている標準的な家庭ということで、１人ではなく、この２０ｍｍ口径が

ついている世帯における平均水量が１９立方メートルということになります。 

 

【伊達委員】平均というのは大体何人くらいの家族ですか。 

 

【公営企画課長 米山】世帯人数でいいますと、２を超えるもの、２．１とか２．２あ

たりです。 

 

【伊達委員】２人暮らし、３人暮らしくらいでしょうか。 

 

【公営企画課長 米山】それくらいのイメージをしていただければと思います。 

 

【鈴木委員】この料金改定がされたなら、県水とほぼ同じくらいの金額になるという考

えであっているでしょうか。数字を照らし合わせてみると、まだちょっと安くなってい

るとは思うんですけど。 

 

【公営企画課長 米山】まず口径２０ｍｍが今回、２，５２１円が３，０８３円になる

ということで、これが県営水道のエリアですと３，０９０円と、わずかに安いというこ

とです。口径が大きくなるに比べて、県営水道よりは安くなっていきます。 

 

【鈴木委員】県営水道は口径が大きくなっても安くはならない、そういう体系ではない

ということでしょうか。 

 

【公営企画課長 米山】高くなる体系です。水道は、使えば使うほど高くなる設定です

が、今回はそれを緩和させていただき、それぞれの口径で値上がりはしていますけれど

も、結果として県営水道よりは水道料金が安いということになっています。 

 

【鈴木委員】令和１１年度を目安に２回目の改定を検討されるということなんですけど、

また値上がった場合は、県営水道より高くなっている可能性がありますか。 

 

【公営企画課長 米山】県営水道が現行料金をこの先維持された場合は、その可能性も
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ございます。県営水道も厳しい状況であると思いますので、その時に我々も水道事業者

として必要な費用を算出しまして、料金を設定させていただくことになるかと思います。 

 

【森委員】最後の方にメリットが色々出てきました。今、料金が高くはなるけど、他よ

りは安いというようなところもあると思うんですけども、単純に高くなるというように

なると、また節水とかで利用が減るんじゃないのかなと思います。先ほどから出ている

広報というところで、そのあたりをどういう手法で、メリットであったり、もっとたく

さん使って、というような広報をされていくのかなっていうところを聞かせてください。 

 

【公営企画課長 米山】まず値上げしたことによる使用量の減少は、数字上は見込んで

ございませんが、そういったことも影響があるというふうにはとらえてございます。今

回１回目の値上げというところで、２回目については、また改めてその時期を見て改定

率について検討させていただきます。今回改定したことによって、どのぐらい水量が動

いてくるかというのを見極めながら、２回目についてもきちんと検討してまいりたいと

いうように考えてございます。 

 

【森委員】特に広報とかはしないですか。 

 

【公営企画課長 米山】広報については、飲用として水道水離れが進んでいるので、そ

のあたりの改善と、それから特に若者世代については、湯船につからないでシャワーで

済ませるというようなお話も伺ってございます。このあたりについては、もっとメリッ

ト等について、十分周知していきたいと思います。洗濯を残り湯でしているお客様もご

ざいますので、そういったものも含めて周知させていただきます。先ほどから説明させ

ていただいた部分については、広報あじさい、ホームページ等でも周知しています。 

 

【森委員】多分今までもそういうのはされていたとは思うんですけども、同じやり方で

やっていていいのかなと思います。私もそうですけども、節水イコール善みたいなとこ

ろがあるので、善なんだけれども、やっぱり使うことで健康になるとか、そういう考え

方を情報提供していくことが必要なのかなと考えます。引き続きよろしくお願いします。 

 

【及川委員】広報にこだわるんですけど、ここに書いてあるのは皆さん周知のことばか

りと思うのですが、若い人っていろんな媒体で皆さんに知らせるっていうことをしてい

るんですよね。だから広報紙も必要ですけど、先ほど森委員がおっしゃったように、も

っと若い人たちの知識を借りてＰＲしていくのもいいんじゃないかなと思います。私た

ちが目につくようなものというのは誰でも目につくので、若い人の力を借りると、他の

媒体でこんなところからも知識を取り入れているっていうものもあると思うんですね。



18 

 

だから、ちょっと大変だと思うんですけど、そういうものを探っていくのもいいんじゃ

ないかなと。私はそういうことしか浮かばないんですけど、若い人が水を使っていない

っていうことは、若い人にもインパクトがあるような、例えば、今ワンルームマンショ

ンなんかだとシャワーしかないようなところもあるので、不動産会社に営業をかけてい

くのもいいんじゃないかなっていうふうに思っています。 

 

【伊達委員】スーパーとかのトイレは、手を洗いつつふと見上げると、よく「節水」「水

を大切に」とあります。結局、節水が美徳でずっときているので、ちっちゃい子から大

人まで、とにかく公共のお水のところには大体節水っていうのがシールで貼ってありま

す。企業局として、節水ではなくどんどん使ってくださいというのを推奨しているので

あれば、またそのどんどん使いましょうっていうのをステッカーなりシールなりでみん

なの目のつくところに貼っていくとか、そういった戦略もありなのかなって思いました。 

 

【右島議長】本日の日程は以上となります。これをもちまして、令和６年度習志野市公

営企業運営協議会第２回会議を閉会します。 


